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鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

「
よ
か
っ
た
ね
ー
よ
か
っ
た
ね
ー
」
と
江
ノ
電
の
音
が
き
こ
え
る

ふ
っ
き
れ
た
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
藤
本
　
和
香

　
江
ノ
電
の
音
を
そ
う
聞
い
た
と
、
安
堵
感
を
巧
み
に
表
現
。

バ
ス
停
で
い
つ
も
見
か
け
る
あ
の
人
は
レ
モ
ン
色
の
杖
を
相
棒
に

す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

　「
レ
モ
ン
色
の
杖
」
が
明
る
く
、
魅
力
的
な
人
が
想
像
さ
れ
る
。

か
ら
ま
つ
の
柔
き
み
ど
り
の
牧
の
空
搾
乳
終
え
し
牛
を
つ
れ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

　
広
が
り
の
あ
る
気
持
ち
よ
い
歌
。「
搾
乳
終
え
」
が
効
果
的
。

ハ
ナ
マ
ル
や
満
点
よ
り
も
先
生
の
「
こ
と
ば
」
を
糧
に
子
ら
育
ち

ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

三
週
間
の
静
養
と
し
て
点
滴
と
リ
ハ
ビ
リ
入
院
生
活
　
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
材
木
座
　
有
野
裕
美
子

畦
に
干
す
白
布
そ
よ
が
せ
薫
風
は
空
に
流
れ
て
鳥
と
歌
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

Ａ
Ｉ
が
他ひ

人と

の
レ
シ
ピ
を
語
り
出
す
誰
の
味
や
ら
創
作
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

十
指
も
て
土
を
ほ
ぐ
し
て
肥
料
入
れ
ト
マ
ト
の
苗
を
五
本
植
え
た

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

ガ
レ
ー
ジ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
四
、五
寸
開
け
て
あ
り
待
た
る
る
燕
も

う
来
る
頃
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

孫
娘
の
免
許
取
れ
た
日
ド
ラ
イ
ブ
し
逗
子
鎌
倉
の
桜
満
喫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
木
　
秦
　
　
和
之

公
園
の
ベ
ン
チ
に
腰
掛
く
木
漏
れ
日
と
小
鳥
の
さ
え
ず
り
限
り
な

く
降
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

〈
天
〉
う
ぐ
ひ
す
や
朝
の
時
間
を
ひ
と
り
占
め

　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

　
作
者
の
心
地
よ
い
心
情
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
一
句
と
な
っ

た
。
い
ろ
ん
な
鳥
も
い
る
が
こ
の
句
は
季
題
が
動
か
な
い
。

〈
地
〉
風
車
一
つ
廻
れ
ば
皆
ま
わ
る
　
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

　
風
車
は
春
の
季
題
で
、
そ
の
裏
側
に
は
春
の
風
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
内
容
通
り
の
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
も
発
見
。

〈
人
〉
新
緑
や
全
土
覆
い
て
平
和
な
り
　
　
　
山
崎
　
篠
田
つ
ゝ
み

　
い
か
に
も
今
の
日
本
の
こ
と
を
客
観
的
に
見
れ
て
い
て
豊
か
な

作
品
。
特
に
新
緑
が
清
々
し
い
。

白
牡
丹
傘
の
日
陰
に
見
栄
を
切
り
　
　
　
　
　
台
　
黒
岩
　
伸
幸

　
下
五
が
個
性
的
で
、
も
の
の
見
方
が
面
白
い
。
白
牡
丹
の
雅
な

感
じ
を
押
さ
え
て
い
る
。

桜
蘂
降
る
や
ベ
ン
チ
に
我
一
人
　
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
こ
う
い
っ
た
切
字
の
使
い
方
に
よ
っ
て
全
体
の
調
べ
が
う
ま
く

整
え
ら
れ
て
い
た
。
無
駄
の
な
い
と
こ
ろ
も
手
柄
。
　
　
　
　

花
吹
雪
浴
び
て
本
殿
ま
で
の
道
　
　
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
本
殿
ま
で
の
道
は
神
社
な
ど
で
も
要
な
場
所
。
更
に
花
吹
雪
を

浴
び
な
が
ら
進
ん
で
い
く
と
は
舞
台
が
見
え
て
き
た
。

花
吹
雪
光
る
礫
と
な
り
て
舞
ふ
　
　
　
　
藤
沢
市
　
山
田
　
節
子

昭
和
の
日
フ
ィ
ル
ム
で
写
す
寺
社
の
景
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

ト
ン
ボ
ロ
の
島
へ
点
々
夏
帽
子
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

春
光
や
川
波
捲
り
遡
る
　
　
　
　
　
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

虚
子
の
忌
や
木
爪
ひ
そ
や
か
に
花
開
く
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

母
逝
き
て
家
遺
り
た
る
花
菜
風
　
　
　
　
　
城
廻
　
横
山
　
初
恵

里
山
に
鯉
千
匹
や
子
供
の
日
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

ラ
ン
ド
セ
ル
左
右
に
振
れ
て
風
光
る
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

木
斛
の
若
葉
萌
え
い
る
つ
や
や
か
に
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

庭
裏
の
山
へ
と
続
く
花
通
草
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

伊
万
里
焼
筍
添
へ
て
伊
万
里
牛
　
　
　
　
　
寺
分
　
松
本
　
賢
悟

老
犬
と
登
る
山
道
す
い
か
づ
ら
　
　
　
　
材
木
座
　
有
野
　
冬
花

和
菓
子
屋
に
翁
の
な
ら
ぶ
こ
ど
も
の
日
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

春
禽
の
甲
高
き
声
谷
戸
深
し
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
増
田
　
陽
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
・
北
鎌
倉

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

　
私
た
ち
は
日
々
「
早
く
し

ろ
、
早
く
し
ろ
」
と
追
い
立
て

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
暮
ら
し
て

い
る
。
し
か
も
問
題
な
の
は
、

相
手
側
か
ら
即
時
即
決
の
判
断

を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
家
庭
で
も
、
職
場
で
も
、

学
校
で
も
瞬
時
に
答
え
よ
う
の

な
い
質
問
に
、
私
た
ち
は
戸
惑

い
な
が
ら
反
応
し
、
解
答
し
よ

う
と
慌
て
ふ
た
め
い
て
い
る
。

　
問
題
な
の
は
、
そ
う
し
て
得

ら
れ
た
反
応
や
判
断
が
適
切
か

ど
う
か
は
極
め
て
疑
わ
し
い
こ

と
で
あ
る
。
大
切
な
こ
と
は
、

と
り
あ
え
ず
答
え
を
急
が
ず
、

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
今
日
の
よ
う
な

性
急
な
問
い
か
け
に
対
し
て
即

時
の
回
答
を
求
め
ら
れ
る
社
会

が
、
世
代
を
超
え
て
生
き
づ
ら

い
生
活
状
況
を
生
み
出
し
て
い

る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　
小
説
家
で
精
神
科
医
の
帚は
は
き木ぎ

蓬ほ
う
生せ
いさ
ん
は
、「
生
き
づ
ら
さ
、

先
が
見
え
な
い
不
安
」
の
時
代

に
「
早
急
な
結
論
、
過
激
な
意

見
に
と
び
つ
か
ず
、
す
ぐ
に
解

決
で
き
な
い
こ
と
に
は
、『
急

が
ず
、
焦
ら
ず
耐
え
て
い
く

力
』
＝
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ

ビ
リ
テ
ィ
が
必
要
で
す
」（『
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

―
答
え
の
な
い
事
態
に
耐
え
る

力
』
朝
日
新
聞
出
版
＝
写
真
）

と
書
い
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く

同
感
で
あ
る
。

　「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ

リ
テ
ィ
」
と
は
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
だ
が
、「
負
の
力
」
と
か

「
消
極
的
能
力
」
と
か
に
訳
さ

れ
て
い
る
。
一
見
消
極
的
に
見

え
る
が
、
沈
着
で
複
眼
的
な
判

断
力
と
称
し
て
よ
い
も
の
で
、

「
わ
か
ら
な
さ
」
を
抱
え
な
が

ら
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
正
し

い
着
地
点
に
た
ど
り
着
く
「
生

き
る
力
」
と
言
い
か
え
て
も
よ

い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
用
語
を
初
め
て
使
い
、

広
め
た
人
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

マ
ン
派
の
詩
人
、ジ
ョ
ン
・
キ
ー

ツ
で
あ
っ
た
。
兄
弟
宛
て
の
手

紙
の
中
で
、
キ
ー
ツ
は
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
を
称
賛
し
て
、
彼
の

作
品
は
「
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
・
ケ
イ

パ
ビ
リ
テ
ィ
を

有
し
て
い
る
」

と
書
き
送
っ
て

い
る
。「
そ
れ

は
事
実
や
理
由

を
せ
っ
か
ち
に

求
め
ず
、
不
確
実
さ
や
不
思
議

さ
、
懐
疑
の
中
に
い
ら
れ
る
能

力
」
と
定
義
を
下
し
て
い
る
。

　
最
後
に
帚
木
さ
ん
の
言
葉
を

引
用
し
て
拙
文
を
結
び
た
い
。

答
え
の
出
な
い
事
態
に
耐
え
抜
く
力

　　　　                            

池
田
雅
之

58

　「
私
た
ち
の
人
生
や
社
会
は
、

ど
う
し
て
も
変
え
ら
れ
な
い
、

と
り
つ
く
す
べ
も
な
い
事
柄
に

満
ち
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

を
知
っ
て
以
来
、
生
き
る
す
べ

も
、
精
神
科
医
と
い
う
職
業
生

活
も
、
作
家
と
し
て
の
創
作
行

為
も
、随
分
楽
に
な
り
ま
し
た
。

い
わ
ば
、
ふ
ん
ば
る
力
が
つ
い

た
の
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
能

力
は
底
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。」

こ
の
不
安
に
満
ち
た
生
き
づ
ら

い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に

は
、
キ
ー
ツ
が
唱
え
た
『
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
』

の
知
恵
が
必
須
で
は
な
か
ろ
う

か
。私
た
ち
は
答
え
を
急
が
ず
、

立
ち
止
ま
り
判
断
す
る
力
を
育

て
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・
鎌

倉
て
ら
こ
や
顧
問
）

　鎌倉市中央図書館 (☎ 25･2611) は４月に一般 267冊、
児童書 16 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「イスラームから見た西洋哲学」中田考著　河出書
房新社▼「むすんでひらいて」玄侑宗久著　集英社▼「平
安王朝と源平武士」桃崎有一郎著　筑摩書房▼「中世
『村』の登場」若林陵一著　桂書房▼「アメリカのイス
ラーム観」宮田律著　平凡社▼「影響力の科学」ジョン・
レヴィ著　KADOKAWA▼「ビジネスパーソンのための
ChatGTP活用大全」國本知里監修　Gakken
　▼「世界トップ投資家の共通言語」髙岡美緒著　日経
BP▼「知る・学ぶ・教える日本手話」狩野桂子著　学
事出版▼「センス・オブ・ワンダー」レイチェル・カー
ソン著　筑摩書房▼「70 歳までに脳とからだを健康にす
る科学」石浦章一著　筑摩書房▼「SDGs な仕事」井上
聡著　第三文明社▼「花と暮らし」暮しの手帖編集部編
暮しの手帖社▼「『おウチ起業』で４畳半から７億円」
木之下嘉明著ダイヤモンド社▼「スマホで困ったときに
開く本」朝日新聞出版生活・文化編集部編　朝日新聞出
版▼「悪筆論」石川九楊著　芸術新聞社▼「文学館縁起」
倉和男著　かまくら春秋社▼「人生好転稼ぐノート術」
一華五葉著　東京ニュース通信社▼「山上憶良」多田一
臣著　花鳥社▼「世阿弥最後の花」藤沢周著　河出書房
新社▼「二階から目薬」堀江重郎著　かまくら春秋社
▼「ルポ日本異界地図」風来堂編著　清談社Publico ▼「統
計学の極意」デイヴィッド・シュピーゲルハルター著　草思社

鎌倉市中央図書館 （４月分）

９
百
円
。
☎
０
４
５
・
２
０
１

・
０
９
２
６

▼
歌
川
国
貞
（
三
代
豊
国
）

の
役
者
見
立
東
海
道
「
歌
舞

伎
役
者
の
面
影
」

　
７
月
３
日
ま
で
藤
澤
浮
世

絵
館
。
歌
舞
伎
役
者
と
風
景

が
描
か
れ
た
人
気
シ
リ
ー

ズ
。
無
料
。
☎
０
４
６
６
・

33
・
０
１
１
１

▼
２
０
２
４
紫
陽
花
月
の
猫

た
ち

　
６
月
１
〜
23
日
北
鎌
倉

ギ
ャ
ラ
リ
ー
月
。
10
人
の

作
家
に
よ
る
猫
が
テ
ー
マ

の
グ
ル
ー
プ
展
。
☎
22
・

２
９
１
３

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂

▽
街
角 

佐
野
陽
三 

写
真
展

６
月
１
〜
10
日（
左
に
ご
案
内
）。

▽
楽
柿
窯 

作
陶
展
６
月
19

〜
23
日
。
☎
22
・
３
７
６
９

▼
グ
リ
ー
ン
シ
ネ
マ
か
ま
く
ら

　
６
月
14
・
15
・
23
・
24

日
「
幸
せ
の
経
済
学
」。

１
２
０
０
円
。
要
申
込
。
☎

▼
て
あ
て
・
ま
も
り
・
の
こ
す

県
立
近
代
美
術
館
の
保
存
修
復

　
7
月
28
日
ま
で
県
立
近
代

美
術
館
鎌
倉
別
館
。
３
つ

の
言
葉
を
手
が
か
り
に
修

復
過
程
や
道
具
、
展
示
の

工
夫
な
ど
の
取
り
組
み
を

紹
介
。
７
０
０
円
。
☎
22
・

５
０
０
０

▼
鎌
倉
国
宝
館
　
学
芸
員
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ

　
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
少

な
い
が
学
芸
員
が
大
切
に
し

て
い
る
収
蔵
作
品
を
２
期
に

分
け
て
展
示
。
▽
「
ひ
み
つ

の
た
か
ら
も
の
―
光
を
あ
て

ろ
！
蔵
出
し
大
作
戦
」
６
月

２
日
ま
で
。
▽
「
か
わ
い
い

た
か
ら
も
の
―
学
芸
員
の
偏

愛
事
情
」
６
月
８
日
〜
７
月

15
日
。
阿
弥
陀
如
来
及
び
両

脇
侍
像
仏

（
英
勝
寺
蔵
）

な
ど
。
４
０
０
円
。
☎
22
・

０
７
５
３

▼
清
方
と
二
人
の
弟
子
〜
門

井
掬
水
・
西
田
青
坡

　
６
月
30
日
ま
で
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
。
清
方
と
２
人

の
弟
子
の
様
々
な
女
性
た
ち

の
姿
を
描
い
た
作
品
。
４
５
０

円
。
☎
23
・
６
４
０
５

▼
映
画
館
の
エ
ト
セ
ト
ラ

　
７
月
７
日
ま
で
川
喜
多
映

画
記
念
館
。
映
画
館
に
関

わ
る
資
料
を
取
り
上
げ
な
が

ら
、「
映
画
館
」
を
展
示
と
上

映
な
ど
か
ら
紐
解
く
。
２
百

円
、
鎌
倉
市
民
無
料
。

【
関
連
上
映
】「
薔
薇
の
名

前
」
６
月
４
日
10
時
半
、
９

日
10
時
、
５
・
７
日
14
時
／

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
５
・
８
日

10
時
半
、
６
日
14
時
、
９
日

13
時
／
「
さ
ら
ば
、
わ
が
愛

　
覇
王
別
姫
」
６
・
７
日
10

時
、
４
・
８
日
13
時
半
／
「
雄

呂
血
」
20
・
21
・
23
日
14
時

／
「
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ

イ
ス
」
７
月
２
・
６
日
10
時

半
、３
・
５
・
７
日
14
時
／
「
さ

す
ら
い
」
７
日
10
時
、２
・
４
・

６
日
13
時
半
。
千
円
。

【
特
別
上
映
】
活
弁
上
映
「
ロ

イ
ド
の
初
恋
」
＋
ミ
ニ
ト
ー
ク

22
日
10
時
半
／
「
雄
呂
血
」
＋

ミ
ニ
ト
ー
ク
14
時
。
１
６
０
０

円
。
☎
23
・
２
５
０
０

▼
江
戸
当
世
図
上
旅
行

　
７
月
21
日
ま
で
県
立
金
沢

文
庫
。
旅
本
・
絵
図
で
の
旅

路
、
江
戸
時
代
の
楽
し
み
方

を
追
体
験
。
２
５
０
円
。
☎

０
４
５
・
７
０
１
・
９
０
６
９

▼
没
後
15
年
　
庄
野
潤
三
展

　
６
月
８
日
〜
８
月
４
日
県

立
神
奈
川
近
代
文
学
館
。
作

家
、
庄
野
潤
三
の
遺
愛
の
品

な
ど
で
そ
の
文
学
と
生
涯
を

振
り
返
る
。
５
０
０
円
。
☎

０
４
５
・
６
２
２
・
６
６
６
６

▼
近
代
輸
出
漆
器
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
―
金
子
皓
彦
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
世
界

　
６
月
30
日
ま
で
県
立
歴
史

博
物
館
。
近
代
の
輸
出
工
芸

の
柱
の
一
つ
に
成
長
し
た

漆
器
の
金
子
皓
彦
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
構
成
。

●
蒸
し
暑
さ
と
熱
い
歓
声
！

　
６
月
の
第
３
日
曜
日
、
鹿

児
島
県
姶
良
市
加
治
木
町
で

無
形
民
俗
文
化
財
の
く
も
合

戦
の
熱
闘
が
開
か
れ
る
。

　
く
も
合
戦
は
、
島
津
義

弘
公
が
文
禄
・
慶
長
の
役

（
１
５
９
２
〜
１
５
９
８
年 

）

に
参
戦
し
、
そ
の
陣
中
で
兵

士
を
元
気
づ
け
る
た
め
に
コ

ガ
ネ
グ
モ
（
メ
ス
）
を
集
め

て
戦
わ
せ
た
の
が
始
ま
り
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
会
場
に
は
俗
に
「
く
も
の

ぼ
せ
」
と
呼
ば
れ
る
愛
好
家

が
自
宅
で
育
て
た
ク
モ
を
持

ち
寄
る
。
大
人
と
少
年
の
部

に
分
か
れ
、
裃
を
着
た
行
司

が
登
場
、
試
合
開
始
。

　
主
役
は
大
型
の
コ
ガ
ネ
グ

モ
で
体
長
は
約
８
セ
ン
チ
、

40
セ
ン
チ
程
の
棒
の
上
で
闘

う
。
棒
か
ら
先
に
落
ち
た
ク

モ
が
負
け
。
１
人
３
匹
ま
で

出
場
で
き
熱
い
声
援
を
受

け
、
３
連
勝
で
決
勝
戦
へ
。

４
歳
の
少
女
が
優
勝
し
た
実

績
も
あ
り
、
家
族
の
応
援
も

熱
い
。
今
日
ま
で
台
所
や
居

間
で
家
族
同
様
に
育
て
た
だ

け
に
優
勝
へ
の
執
念
は
誰
れ

に
も
負
け
ず
強
い
。「
き
ば

れ
！
」「
か
ん
つ
け
（
か
み
つ

け
）
！
」
な
ど
声
が
飛
ぶ
。
決

勝
戦
は
五
分
間
要
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
勝
者
に
は
賞
品

が
、
参
加
ク
モ
は
自
然
へ
還

さ
れ
る
。
こ
れ
も
畑
の
害
虫

を
駆
除
す
る
知
恵
、
畑
作
を

尊
ぶ
信
仰
が
濃
い
。

　
横
浜
で
は
「
ホ
ン
チ
」
と

呼
ぶ
ク
モ
相
撲
が
あ
っ
た
。

地
域
無
形
文
化
財
に
指
定
。

　
大
蜘く

蛛も

の
　
虚
空
を
渡
る

木
の
間
か
な
　
　
村
上
鬼
城

40
・
３
３
８
９

▼
ふ
く
ぶ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ

ネ
マ
「
身
代
わ
り
忠
臣
蔵
」

　
６
月
16
日
10
時
半
・
13
時

半
、葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
。

誰
も
が
知
る
忠
臣
蔵
を
コ

ミ
カ
ル
に
演
出
し
た
新
感
覚

の
時
代
劇
。
千
円
。
同
館
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
１
８
７
１

▼
世
界
難
民
の
日
２
０
２
４

in
鎌
倉

　
６
月
29
日
10
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
難
民
映

画
「
ピ
ー
ス
・
パ
イ
・
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
」、な
ん
み
ん
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
。
主
催
は
鎌
倉
な

ん
み
ん
共
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

ア
ル
ペ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー

☎
55
・
５
４
２
２

▼
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
！

　
７
月
６
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
テ
ー
ブ

ル
マ
ジ
ッ
ク
か
ら
イ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
ま
で
。
無
料
。
申
込

は
同
学
習
セ
ン
タ
ー
に
往
復

ハ
ガ
キ
か
ネ
ッ
ト
で
25
日
ま

で
。
☎
25
・
２
０
３
０

▼
祝
70
回
ス
タ
ジ
オ
エ
ス
ポ

ワ
ー
ル
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
６
月
２
日
14
時
、
鎌
倉
大

町
ス
タ
ジ
オ
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
。

２
０
０
６
年
か
ら
年
４
回
開

催
し
19
年
目
、
70
回
。
上
田

麻
衣
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）榛
葉

朋
子
さ
ん（
フ
ル
ー
ト
）村
田

望
さ
ん（
歌
）が
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

ら
の
曲
を
。
３
千
円
。
☎

０
９
０
・
２
２
０
７
・
０
０
３
１

▼
鎌
倉
み
ど
り
音
楽
院
　
発

表
会

　
６
月
９
日
13
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
材
木
座

の
同
院
の
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
の
生
徒
の
ピ
ア
ノ
。
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
演
奏
も
。
入
場

無
料
。
松
井
方
☎
０
９
０
・

８
０
８
９
・
７
０
８
８

▼
第
38
回 

鎌
倉
リ
コ
ー
ダ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

　
６
月
26
日
13
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
中
田

喜
直
の
「
は
な
の
お
く
に
の

き
し
ゃ
ぽ
っ
ぽ
」な
ど
。無
料
。

網
野
方
☎
32
・
６
９
０
１

国
論
寺
）
６
月
２
日
12
時
半
。

▽
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
21
日
17
時
半
。
▽
ソ
ン

ベ
カ
フ
ェ
26
日
16
時
半
。
各

大
人
５
百
円
、
中
学
生
以
下

無
料
。
要
予
約
。
渡
邉
方
☎

０
９
０
・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

flatcafekam
akura@

gmail.com

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
６
月

28
日
８
時
〜
14
時
半
。
雑
貨

･
衣
類･
手
造
り
品
な
ど
約

20
店
。
▽
骨
董
市
29
日
７
時

半
〜
14
時
半
。

※
フ
リ
マ
・
骨
董
市
出
店
者

募
集
中
。
片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・
３
７
７
８

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

６
月
２
日
11
・
14
時
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
・
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ピ
ア

ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
16
日

11
・
14
時
ち
ょ
こ
ッ
と
リ
サ

イ
タ
ル
（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）。

無
料
。
▽
園
長
さ
ん
ぽ
９
日

10
時
頃
。
無
料
。
▽
デ
ジ
カ

メ
教
室 

15
日
９
時
半
・
13

時
半
。
千
円
。
３
日
ま
で
に

申
込
。
▽
色
鉛
筆
植
物
画
教

室
「
夏
」
７
月
６
日
10
・
13

時
半
。
２
千
円
。
25
日
ま
で

に
申
込
。　
入
園
料
４
百
円
。

☎
46
・
２
１
８
８

▼
朝
市

▽
腰
越
漁
協
６
月
６
・
20
日

10
時
〜
売
切
れ
次
第
終
了
。

腰
越
漁
協
事
務
所
前
。
☎

32
・
４
７
４
３

▽
鎌
倉
漁
協
６
月
２
日
10

時
、
鎌
倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
駐

車
場
☎
22
・
３
４
０
３

　「
鳩
サ
ブ
レ
は
ど
こ
か
ら
食

べ
る
？
」「
ド
ロ
ー
ン
を
操
縦

し
て
み
よ
う
」。
学
校
の
授
業

と
は
一
味
違
っ
た
学
び
の
場
、

「
子
ど
も
大
学
か
ま
く
ら
」
は

今
月
、
13
年
目
の
開
講
を
迎
え

る
。
昨
年
に
夫
か
ら
理
事
長
を

引
き
継
い
で
、
そ
の
先
頭
に

立
っ
て
い
る
。

　
大
学
の
教
授
や
専
門
家
ら
か

ら
、
小
学
生
ら
が
本
格
的
な
講

義
を
受
け
る
子
ど
も
大
学
。
ド

イ
ツ
が
発
祥
で
、
10
数
年
前
か

ら
日
本
で
も
広
ま
っ
た
。
そ
の

草
分
け
と
い
う
川
越
市
の
子
ど

も
大
学
の
発
足
に
、
夫
寛
さ
ん

の
同
級
生
が
関
わ
っ
て
い
た
。

14
年
前
、二
人
で
見
学
に
行
き
、

「
ぜ
ひ
鎌
倉
に
も
つ
く
り
た
い
」

と
夢
が
ふ
く
ら
ん
だ
。

　
自
身
は
東
京
育
ち
だ
が
、
寛

さ
ん
は
大
阪
生
ま
れ
。
結
婚
し

て
し
ば
ら
く
は
大
阪
で
の
生
活

だ
っ
た
。
昭
和
の
終
わ
り
ご
ろ

東
京
に
転
勤
に
な
り
、
北
鎌
倉

に
移
り
住
ん
だ
。
二
人
の
娘
の

子
育
て
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
近
く

の
民
生
委
員
か
ら
頼
ま
れ
て
、

主
任
児
童
委
員
や
後
に
は
民
生

委
員
も
務
め
た
。

　「
主
任
児
童
委
員
の
こ
ろ
に

は
、
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
竹

馬
を
作
っ
た
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ

に
行
っ
た
り
、
そ
う
め
ん
流
し

も
し
ま
し
た
」。
地
域
ぐ
る
み

の
子
育
て
の
実
践
だ
っ
た
。
そ

の
目
に
子
ど
も
大
学
は
魅
力
的

に
映
っ
た
。
し
か
し
、
な
に
か

ら
手
を
つ
け
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
。
そ
こ
で
鎌
倉
市
の
健

康
福
祉
部
長
な
ど
を
務
め
た
石

井
和
子
さ
ん
に
頼
っ
た
。

　
石
井
さ
ん
が
元
市
長
の
つ
て

を
た
ど
り
、
解
剖
学
者
の
養
老

孟
司
さ
ん
へ
の
学
長
就
任
の
話

を
つ
け
て
も
ら
っ
た
。
み
ん
な

で
自
宅
に
お
願
い
に
行
く
と

「
あ
、
い
い
よ
」
と
す
ん
な
り

引
き
受
け
て
く
れ
た
。

　「
は
て
な
学
」「
生
き
方
学
」

「
ふ
る
さ
と
学
」
を
柱
に
、
毎

年
５
回
の
定
例
授
業
と
、
特
別

企
画
の
体
験
学
習
や
ゼ
ミ
を
提

供
し
て
き
た
。
鎌
倉
芸
術
館
や

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
会
場
に
使
っ
て
い
る
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
、
現
在
会
員

１
０
０
余
人
。
小
学
４
〜
６
年

の
「
学
生
」
が
毎
年
１
０
０
人

か
ら
１
５
０
人
受
講
す
る
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
千

数
百
人
に
な
る
。

　
多
彩
な
講
師
は
、
毎
月
の
運

営
委
員
会
で
選
ぶ
。
そ
れ
ぞ
れ

の
知
人
や
気
に
な
っ
た
人
を
候

補
に
挙
げ
て
い
る
が
、
人
材
豊

富
な
鎌
倉
の
こ
と
、
毎
年
、
倍

も
の
候
補
が
挙
が
る
と
い
う
。

　
冒
頭
の
鳩
サ
ブ
レ
の
問
題

は
、
６
年
前
の
豊
島
屋
社
長
・

久
保
田
陽
彦
氏
の
講
義
か
ら
。

「
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
過
去

に
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
か
ら
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
抽
出
や
、
ハ
ム
・
ウ
イ
ン

ナ
ー
づ
く
り
に
挑
戦
も
。

　
今
年
は
６
月
に
開
講
し
、
薩

摩
琵
琶
の
演
奏
家
や
京
大
生
作

家
、
湘
南
工
科
大
学
教
授
ら
が

講
師
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
養

老
氏
は
７
月
に
特
別
対
話
ゼ
ミ

を
開
く
。

　
東
慶
寺
の
そ
ば
の
自
宅
は
、

会
議
の
場
で
も
あ
る
。
和
菓
子

作
り
が
得
意
で
、
自
宅
で
店
を

開
い
て
い
た
こ
と
も
。
寛
さ
ん

は
昨
年
亡
く
な
り
、
ま
だ
９
カ

月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ド
ゥ
―
ド
ル

と
暮
ら
す
。
77
歳
。

　（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

田
たの

上
うえ

　誠
のぶ

 さん

子ども大学かまくら

理事長を務める

佐
伯
　
仁

89

熱
闘
！
「
蜘
蛛
」
合
戦
！

現
代
美
術 

買
取
・
販
売

草
間 

彌
生

村
上 

隆　
か
ほ

名越やすらぎセンター
☎25・1188

施　設　名 催　し　名 日　時 

腰越なごやかセンター
☎31・0800

今、話題のディスコダンス＆いすヨガ体験
大人も子供も初めてのフラダンス体験

教養センター
☎32・1221

相撲術で心と体を健康に
そば打ち体験教室～自分で打って、そばを味わう（500円）

今泉さわやかセンター
☎45・4611
玉縄すこやかセンター
☎47・1338

保護犬とふれあう
生き物育成講座～カブトムシの飼い方（500円）

気をつけておきたいお薬の飲み方
やすらぎ落語会

七夕祭の飾り作り（200円）※低学年保護者同伴
グラウンドゴルフ体験教室

6月23日10時
7月21日10時
6月23日10時
7月27日10時・13時

6月15日10時
7月30日13時半

6月22日10時
7月13日10時20分

6月30日10時
7月6日10時

鎌倉市在住の小学生以上対象　６月１日９時から各センターへ申込（先着順）

▼
名
曲
で
つ
づ
る
ピ
ア
ノ
の

世
界
〜
演
奏
を
楽
し
む

　
６
月
29
日
13
時
半
、
腰
越

学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
出
身

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
和
田
華
音
さ

ん
の
ト
ー
ク
と
演
奏
。無
料
。

申
込
は
同
学
習
セ
ン
タ
ー
に

往
復
ハ
ガ
キ
か
ネ
ッ
ト
で
19

日
ま
で
。
☎
33
・
０
７
１
２

▼
や
ま
さ
き
女
声
合
唱
団
　

第
２
回
コ
ン
サ
ー
ト

　
６
月
29
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。「
花
冷
え
の
あ
と
で
」

「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
な
ど
。
無
料
。
鷹

野
方
☎
０
８
０
・
９
７
１
０
・

１
６
５
０

▼
フ
ラ
ン
ス
語
講
座

　
初
級
か
ら
上
級
ま
で
、
少

人
数
制
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

あ
り
。（
４
面
に
ご
案
内
）

▼
古
文
書
講
座

　
６
月
16
日
13
時
半
、
葉
山

町
立
図
書
館
。
古
い
文
書
・

手
紙
・
掛
け
軸
な
ど
読
み
た

い
も
の
を
持
参
。
な
く
て
も

参
加
可
。
２
０
０
円
。
郷

土
史
研
究
会
・
藤
波
方
☎

０
４
６
・
８
７
５
・
８
６
０
３

▼
砲
台
に
消
え
た
子
ど
も
た

ち
　
小
坪
の
悲
劇
が
今
語
り

か
け
る
も
の

　
６
月
22
日
10
時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
終
戦
直
後
、
小
坪

の
洞
窟
砲
台
の
大
爆
発
事
故

で
死
傷
し
た
約
50
人
の
子
ら

の
遺
族
会
が
建
立
し
た
慰
霊

碑
を
通
じ
思
い
を
伝
え
る
。
千

円
。
逗
子
の
歴
史
を
学
ぶ
会
☎

０
４
６
・
８
７
１
・
９
６
７
４

▼
第
15
回
　
ツ
ー
ル
・
ド
・

逗
子
２
０
２
４

　
６
月
２
日
９
時
、
亀
岡
八

幡
宮
。
逗
子
市
内
を
自
転
車

で
め
ぐ
る
「
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
」
か
ら
三
浦
半
島
を
め
ぐ

る
「
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
」
ま
で
。

２
０
０
円
。
白
川
方
☎
０
９

０
・
１
６
９
４
・
１
２
０
７

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。
▽
お
て
ら
食
堂
（
安

▼
き
ら
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

鎌
倉
の
巨
大
看
板
づ
く
り

　
６
月
９
日
10
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
大
人
も

子
ど
も
も
楽
し
め
る
、
参
加

型
巨
大
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
イ

ベ
ン
ト
。
無
料
。
事
前
申
込

制
。
☎
25
・
２
０
３
０

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
梅
販
売
会
６
月
９
日
鎌
倉

市
役
所
本
庁
舎
前
庭
。

▽
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
座
学
12
日

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

▽
み
ど
り
ウ
ォ
ー
ク
19
日
。

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
・
８
日
十
二
所
果
樹
園
。

15
日
建
長
寺
回
春
院
。
22
日

光
則
寺
。
29
日
東
勝
寺
跡
。

各
９
時
20
分
現
地
集
合
。
☎

23
・
６
６
２
１

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
北
鎌
倉
か
ら
紫
陽
花
と
歴

史
の
散
策
路
６
月
４
・
12
・

０
８
０
・
６
６
０
２
・
９
４
９
８

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
６
月
15
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
16
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
。
本

田
方
☎
０
９
０
・
６
５
０
２
・

２
４
７
０

▼
き
ら
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

鎌
倉

　
６
月
21
〜
23
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
団
体
の
発

表
や
作
品
展
示
、
体
験
教
室

な
ど
。
☎
25
・
２
０
３
０

▼
夏
休
み
子
ど
も
福
祉
体
験

　
７
月
23
・
26
日
10
時
、
鎌

倉
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉

在
学
在
住
の
小
４
〜
６
対

象
。
車
い
す
、
要
約
筆
記
、

盲
導
犬
、
点
字
、
手
話
の
話

や
体
験
な
ど
。
無
料
。
要
予

約
。
鎌
倉
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
23
・
１
０
７
５

▽
二
俣
川
古
戦
場
か
ら
白
根

神
社
へ
６
月
24
・
28
日
９
時

相
鉄
鶴
ヶ
峰
駅
改
札
出
口

集
合
。
約
４
・
３
㎞
。
７
百

円
。
▽
錢
洗
弁
財
天
と
源
氏

山
の
紫
陽
花
を
巡
る
22
日
９

時
半
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅
西
口
時
計

台
広
場
集
合
。
約
３
・
５
㎞
。

５
百
円
。
☎
24
・
６
５
４
８

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
６
月
９
日
10
〜
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。
毎
月
第
２
日

曜
。
※
献
品
受
付
衣
類
・
着

物
・
雑
貨
・
支
援
用
食
糧
品
。

☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア

ジ
ア
寺
子
屋
支
援
未
使
用

切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
な
ど
も
。
鎌
倉
市
関
谷

３
８
７
―
13
鎌
倉
ユ
ネ
ス

コ
協
会
・
小
倉
宛
。
☎

多世代交流 ～子どもから大人までだれでも参加・楽しく交流～

14
日
・
19

日
９
時
Ｊ

Ｒ
北
鎌
倉

駅
東
口
集

合
。

約

３
・
５
㎞
。

７
百
円
。

▽
覚
園
寺

か
ら
瑞
泉

寺
へ
の
紫

陽
花
散
策

６
月
６
・

10
・
17
・

21
日
９
時

Ｊ
Ｒ
鎌
倉

駅
西
口
時

計
台
広
場

集
合
。
約

３
・
３
㎞
。

７
百
円
。

　
佐
野
陽
三
さ
ん
（
１
９
２
２

年
―
２
０
０
１
年
）
が
、

１
９
５
０
年
代
に
撮
影
し
た
東

京
や
神
奈
川
の
街
と
人
の
写
真

展
「
街
角
」
が
６
月
１
日
〜
10

日
、
小
町
通
り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

一
翆
堂
で
開
か
れ
る
。

　
娘
の
佐
藤
由
利
子
さ
ん
が
、

父
親
の
残
し
た
１
５
０
本
以
上

の
フ
イ
ル
ム
を
処
分
す
る
に
は

忍
び
な
く
、
友
人
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
て
保
存
。
そ

の
一
部
を
展
示
す
る
。「
戦
後
の

復
興
に
向
け
た
日
本
人
の
真
摯

な
表
情
や
、
占
領
軍
の
異
文
化

が
混
じ
り
合
っ
た
独
特
の
息
遣

い
が
あ
る
」
と
い
う
。

　
佐
野
さ
ん
が
晩
年
に
始
め
た

鎌
倉
彫
の
作
品
も
披
露
。
同

ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎
22
・
３
７
６
９

佐
野
陽
三
写
真
展
「
街
角
」

戦
後
の
日
本
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

６
月
号
の
「
小
津
安
二

郎
監
督
『
お
早
う
』
上

映
会
」
の
記
事
の
見
出
し
「
５
月
22

日
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
日
」
と
あ
る

の
は「
５
月
22
日
は
ア
ン
パ
ン
の
日
」

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
ま
す
。

訂
正

美術館・文学館めぐり

吉田克朗展県立近代美術館 葉山
☎046･875･2800

吉田克朗の全貌に迫る初
めての回顧展

～6/30
1200 円

てあて・まもり・のこす
県立近代美術館の保存修復

県立近代美術館 鎌倉
☎22・5000

修復過程や道具、展示の工
夫などの取り組みを紹介

～7/28
700 円

鏑木清方記念美術館
☎23･6405

清方と２人の弟子の女性
たちの姿を描いた作品

～6/30
450 円

鎌倉市川喜多映画記念
館☎23･2500

映画館のエトセトラ 「映画館」を展示と上映な
どから紐解く

～7/7 200 円
鎌倉市民無料

鎌倉歴史文化交流館
☎73･8501

鎌倉の廃寺
―寺社の興亡

廃寺の出土品、史料を展
示し往時の姿を偲ぶ

～6/29
400 円

北鎌倉葉祥明美術館
☎24･4860

6/8～葉祥明の雄大な風景
「Holy Hill」原画展

～6/7
600 円

県立金沢文庫
☎045･701･9069

驚異の細密表現展―江戸・明
治の工芸から現代アートまで

横須賀美術館
☎046・845・1211

工芸、絵画、現代アートから
選りすぐった約100点の作品

～6/23
1300 円

歌川国貞の役者見立東海道
歌舞伎役者の面影

～7/3
無料

藤澤浮世絵館
☎0466･33･0111

役者絵と美人画を得意とし
た歌川国貞の人気シリーズ

大佛次郎記念館
☎045･622･5002

大佛次郎版画コレクション
小さきものへのまなざし

没後100 年のポール・ルヌ
アールの版画作品約40点。

～8/18
200 円

平塚市美術館
☎0463・35・2111

1950～60年代の日本画
―造形への挑戦

6/8～つながるコレクション
＋新収蔵品展

～6/2
200 円

生きものを愛でた蓬春
―数多くのスケッチとともに

山口蓬春記念館
☎046・875・6094 

6/8 ～祇園会と源氏物語絵巻
―蓬春の描いた光る都

～6/2
600 円

神奈川近代文学館
☎045・622・6666

帰って来た橋本治展 6/8～没後 15年
庄野潤三展

～6/2
700 円

そごう美術館
☎045･465･5515

KAGAYA ／星空の世界
天空の贈り物

KAGAYA の星空の写真約
100点や映像作品の体験

～7/1
1400 円

神奈川県立歴史博物館
☎045・201・0926

近代輸出漆器のダイナミズム
―金子皓彦コレクションの世界

近代の輸出工芸に成長した漆
器の金子皓彦のコレクション

～6/30
900 円

Humming Elephant
「はちぞうの世界」展

旅本・絵図での旅路、江戸
時代の楽しみ方を追体験。

～7/21
250 円

江戸当世図上旅行

清方と二人の弟子
―門井掬水・西田青坡

鎌倉国宝館
☎22・0753

6/8 ～かわいいたからもの
―学芸員の偏愛事情

～6/2
500 円

ひみつのたからもの
―光をあてろ！蔵出し大作戦

鎌倉文華館 鶴岡ミュー
ジアム☎55・9030

鶴岡八幡宮の季節展
―華ひらいて

国宝級の宝物の他、所蔵品
の華の絵画

～6/16
600円


